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リモートセンシング衛星の特徴

政府専用衛星 デュアル・ユース衛星

衛星画像の
機微性・利用者

• 非常に高い
• データにアクセスできるのは
政府内の限定された者のみ

• 政府専用衛星ほどの機微性は
ない

• 政府関係者は利用可能
• 一般ユーザも利用可能

主な用途 • 情報収集等 • 海洋状況把握、地図作成等

撮像の優先度 • 当該国が独占的に使用 • 災害時等緊急時には政府機関
の優先度が高いが、平常時に
は民生用途に活用。

ﾃﾞｰﾀへのアクセス • 従来からデータへのアクセ
スが厳しく制限されている

• 民間企業によるデータ提供、
データ配布等が一般的。
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アメリカ ドイツ フランス イタリア

政府専用衛星

• KeyHole
（光学）

• Lacrosse
（ﾚｰﾀﾞｰ）

• SAR‐Lupe
（ﾚｰﾀﾞｰ）

• Helios
（光学）

デュアル・
ユース衛星

DigitalGlobe社

• GeoEye‐1
（光学）

• IKONOS
（光学）

• WorldView‐1,‐2,‐3
（光学）

• QuickBird
（光学）

Brack Bridge社

• RapidEye‐1～5
（光学）

Airbus D & S社

• TerraSAR‐X
（ﾚｰﾀﾞｰ）

• TanDEM‐X
（ﾚｰﾀﾞｰ）

CNES

• Pleiades‐HR‐1A,‐1B
（光学）

Airbus D & S社

• SPOT‐6,‐7
（光学）

ASI

• COSMO‐
SkyMed‐1～4
（ﾚｰﾀﾞｰ）

【光学６機】
【光学５機】
【ﾚｰﾀﾞｰ２機】

【光学４機】 【ﾚｰﾀﾞｰ４機】

連携

連携

諸外国のリモートセンシング衛星
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我が国のリモートセンシング衛星

情報収集衛星
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○先進光学衛星については平成27年度に開発着手、平成31年度をめどに運用開始
○先進レーダ衛星については平成28年度をめどに開発着手、平成32年度をめどに運
用開始

○切れ目なく衛星を整備するため、光学・レーダ衛星それぞれの設計寿命及び開発期
間を踏まえ、
－先進光学衛星の後継機については、平成34年度をめどに開発着手、平成38年度
をめどに運用開始
－また、先進レーダ衛星の後継機については、平成35年度をめどに開発着手、平成
39年度をめどに運用開始

出典：ＪＡＸＡ

出典：ＪＡＸＡ

■ALOS‐2
分解能：1×3m

センサ：Lバンド・ﾚｰﾀﾞ
軌道高度:628km

打ち上げ：平成26年5月24日

■先進光学衛星
分解能：0.8～1.0m
観測幅：50～70km

打ち上げ：平成31年(予定)

■ASNARO‐1
分解能：0.5m

センサ：光学センサ
軌道高度:504km

打ち上げ：平成26年11月6日

■ASNARO‐2
分解能：1m

センサ：Ｘﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾚｰﾀﾞ
軌道高度:504km

打ち上げ：平成28年(予定)

我が国のリモートセンシング衛星



21

各衛星の諸元

ALOS
（光学及びLバンドレーダ。

運用終了済）

ALOS2
（Lバンドレーダ）

先進光学衛星
ASNARO1
（光学）

ASNARO2
（Xバンドレーダ）

高度 691.65km 628km ― 504km 504km

軌道
極軌道

（北極と南極を通り全球を
カバー）

極軌道
（北極と南極を通り全
球をカバー）

極軌道
（北極と南極を通り全
球をカバー）

極軌道
（北極と南極を通り全
球をカバー）

極軌道
（北極と南極を通り全
球をカバー）

重さ 4トン 2120kg 2トン級 495kg 550kg程度

耐用年数
3年（目標5年）
2006～2011
（運用終了）

5年（目標7年）
2014～2019

7年（目標10年）
2019～2026

5年
2014～2019

5年
2016～2021

解像度・観測幅

＜光学＞
解像度2.5m
観測幅35km

＜レーダ＞
解像度10～100m
観測幅70～350km

解像度3m～100m
観測幅50～490km

解像度0.8m～1.0m
観測幅50～70km

解像度0.5m
観測幅10km

解像度1m
観測幅10km

製造会社
NEC（衛星ｼｽﾃﾑ）

NEC・三菱電機（センサ）
三菱電機 未定 NEC NEC（衛星ｼｽﾃﾑ）

三菱電機（センサ）
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小型のリモートセンシング衛星の例（１／２）

アクセルスペース

超小型衛星等を活用したソリューションの提案、超小型衛
星及び関連コンポーネントの設計及び製造、打ち上げアレ
ンジメント及び運用支援・受託を実施。WNISAT、ほどよし1号
等を開発。

WNISAT‐1

GRUS（開発中）
分解能：PAN2.5m

MS 5.0m
観測幅：15km~
質量：80㎏以下

出典：アクセルスペースHP

キヤノン電子㈱

2012年11月に宇宙技術研究所発足。
人材育成、モチベーションの向上、
新規事業の種とすること等を目的に
宇宙ビジネスに参入。2015年秋の打
ち上げを目指し、CE‐SAT‐Iを開発中。

CE‐SAT‐I(開発中)
分解能：1m
質量：65kg以下
センサ：光学

出典：キヤノン電子㈱資料
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小型のリモートセンシング衛星の例（２／２）

衛星名 ほどよし
１号機

ほどよし
２号機

ほどよし
３号機

ほどよし
４号機 Uniform-1 Chubusat-1 TSUBAME つくし

状況 2014.11打上 打上待ち 2014.6打上 2014.5打上 2014.11打上 2014.11打上 2014.11打上

大学名 東京大学
東北大学

東京大学
和歌山大学

名古屋大学 東京工業
大学 九州大学

東京大学 東京大学

センサー ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙ 可変ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙ 中分解能
ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙ ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙ 熱型赤外線

センサー

熱型
赤外線

センサー

RGBカラー
カメラ

RGBカラー
カメラ

２波長
ﾏﾙﾁｽﾍﾟｸﾄﾙ

分解能
(GSD)  6.8m/pixel  5m/pixel  40&240m/pixel 6m/pixel  200m/pixel  150m/pixel 10m/pixel 10m/pixel  7m/pixel  

観測幅 27.8km  3km  80km  24km  128km  96km  20km 20km  10km  

波長帯
(nm)  

4波長帯 可変 3波長帯 4波長帯 1波長帯
of Thermal 
infrared  

1波長帯
of Thermal 
infrared

3波長帯
RGB color

3波長帯
RGB color

2波長帯
B1: 450-520 B1:420-700 B1: 520-600 B1: 450-520 B1: 450-550 
B2: 520-600 B2:650-1000 B2: 630-690 B2: 520-600 B2: 780-920  B3: 630-690 B3: 730-900  B3: 630-690 
B4: 780-890  B4: 730-900  

軌道及び
打上ロケット

SSO 522km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

SSO 800km
H2A 又は

ｻｲｸﾛﾝ4

SSO 630km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

SSO 630km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

SSO 630km
H2A

SSO 529km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

SSO 541km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

SSO 536km
ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙ

●日本の大学が推進する小型のリモートセンシング衛星
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（３）即応型の小型衛星等
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米国の動向（１／２） ： ORSプログラム

●ORS（Operationally Responsive Space）プログラムとは

２００７年より米国防省が推進する即応型衛星の開発プログラム。戦術支援衛星TACSAT
シリーズと実用衛星ORSシリーズとがある。

●戦術支援衛星TACSATシリーズ
①配備決定から７日後に軌道上で運用
するという迅速な展開を可能とすること
②高分解画像をリアルタイムで伝送する
能力を有する小型衛星を開発

以上２点が本シリーズの目標。

●実用衛星ORSシリーズ
TACSATの研究開発成果を実用衛星

に活かす活動。以下２点が目的。
①衛星の製造、打上、任務の遂行
までの即応性を確保するための
基盤の開発
②統合軍司令官のニーズに応える

出典１ : 米国の小型衛星による軍事利用の動向（日本航空宇宙工業会活動第６７７号、平成２２年５月）
出典２ : Operationally Responsive Space Program Status, 1 May 2012（米DOD資料）
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米国の動向（２／２） ： 小型衛星の打ち上げ数

出典 : Think Big, Fly Small, 2014, Aerospace Corporation, U.S.

●より小型の衛星の打ち上げ数が増大
近年、１０ｃｍ～３０ｃｍ級の小型衛星の打ち上げ数が増大。

米国の小型衛星の打ち上げ数の推移。１Uは、10cm×10cm×10cmの大きさ。
PicoSatsは１U、NanoSatsは３U、MicroSatsはそれ以上の大きさの小型衛星を示す。


